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地質調査所のコンピュｰタ環境

宮崎光旗(地殻物理都･企画室電算機管理室)

TerukiMIY畑AKI

1.はじめに

地質調査所がコンピュｰタシステム(ここではモニタよ

り上位のオペレｰティングシステムをもっているものをいいま

す)を始めて導入したのは1973年(昭和48年)TOSBAC

3400/51でした｡また同時にコンピュｰタ運営に関す

る電算機運営委員会が設立されコンピュｰタシステム

運営に関する全所的な方針がここで決められるようにた

りました.当時はカｰドデック全盛時代でクロｰズド

処理まだ計算機と言うのが似つかわしくそれは延々

と続くデｰタ計算を行うとかデｰタをそれらしく周辺

装置(主にプロッタ)に再現していくものでした.また

調査所のソフト集成としてGSJLIBが公表されたのも

このシステムを通じてでした.やがてシステムは

1979年の筑波移転を契機としてHITACM-150(384M

B)にリプレｰスされやっと仮想記憶システムが使用

されることとたりました1Lかし前と同様クロｰズド

処理を基本としたものでした.

一方筑波移転を前に工業技術院各試験所等の代表者

が集まって共同利用のシステムを計画それは1981年

RIPS(後述)として発足しました.この時期のRIPS

を一世とすると現在のRIPSは三世(普通は第3期RIPS

といいます)です.RIPS一世は当時としては光ネ

ットワｰクの利用による磁気デｰブ装置やラインプリン

タだと高速入出力機器のリモｰトステｰジョ1■化やネ

ットワｰクによる会話処理サｰビスだと画期的な技術

を用いて構築されていました･その後のマシンの発展

などからRIPSは新たた展開を示し今日のスｰパｰコ

ンピュｰタを含むコンピュｰタコンプレックスとたりま

した.

調査所のコンピュｰタ利用もいわゆる計算からデｰ

タベｰス図形･画像そして情報(いたってあいまいた

キｰワｰドですが)操作へと展開していきました.地質

庸報解析室(現地費管報センタｰ情報解析課)が設立された

のもこの流れの中です.

ここではまず工業技術院筑波研究セ:■タの9試験所

の共同利用のための研究情報システムRIPSをまず紹介

しついでRIPSを中心とした地質調査所のコンピュｰ

タ環境を紹介します.
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2.研究情報処理システム醐疋S

地質調査所は工業技術院筑波研究センタの他試験所

とともに各種の共有･共同利用の仕組をもっていま

す.RIPS(ResearchInfomationProcessingSystem)

もその一つでいわゆる共同利用コンピュｰタセンタで

す.ここには汎用コンピュｰタシステムが2セット

スｰパｰコンピュｰタシステムが1セット置かれネッ

トワｰクを通じてコンピュｰタコンプレックスを作り上

げています･図1はRIPSの全体構成を示したもので

す｡また表1には各コンピュｰタシステムの仕様を上

げておきます.

図1によりRIPSの世界をザァとめく“って見ましょ

う.図左上の専用ネットは各試験所のリモｰトステｰ

ション(RIPS周辺装置類あるいはそれら機器が設置されて

いる各所での共同利用室の意味)とM780とを直結するネッ

トワｰクです.また図1土の旧共用ネットは従来か

らの会話型処理をサポｰトするため端末類とコンピュ

ｰタシステムを結ぶネットワｰクです･一方図中央か

ら下にかけて索交する線は第3期RIPSで導入された

ロｰカルエリアネットワｰク(LAN)です.このネッ

トの実体は5つのイｰサネット系列20を越えるゲｰト

ウェイ達各種ケｰブル総延長40㎞以上からなってい

ます･余談だからこのネットワｰクは日本援大のロ

ｰカルエリアネットワｰク(LAN)の一つでしょう･

図ユには描がかれていませんがこのほかにビデオネッ

トワｰクがセンタと各試験所のリモｰトステｰションを

結んでいます.ビデオネットワｰクとはモニタ回路
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第1図RIPSネットワｰクとコンピュｰタシステム

兼テレビ電話網のことでコンピュｰタ違がタウソした場

合でも情報の交換を維持する役割を負わされていま

す.

このように現在のRIPSは会話型処理システムから

ネットワｰクとサｰバによる分散型処理形態へと移行

の中途にあると見ていいでしょう.第4紀(期)がい

つから始まるかはまだ分かりません.

3.地質調査所の毘醍S関連コンピュｰタ

リソｰス

地質調査所はRIPSがサｰビスする3種類のネット

ワｰクを通じてRIPSを利用しています･図2は調

査所でのネットワｰクの全体像を図化したものです.

専用ネットはリモｰトステｰションに設置された日本語

ラインプリンタ(ブロヅタ兼用)や磁気テｰプサブコ:/

ソｰル(リモｰトステｰション制御用端末)それにM780直

結端末類とRIPSを33.3Mbit/sの高速で結んでいる

リモｰトステｰション専用のネットワｰクです｡しか

し調査所では仕事の性質などを判断して地質標本や

資料情報だとのコンピュｰタ処理のためにリモｰトステ

ｰツヨン外の端末をも接続しています.

旧共用ネットは従来からあった会話型処理用のネット

ワｰクで研究室や実験室にあるコンピュｰタや端末

(現在ほとんどがパソコン)とRIPSを結んでいます.セ

ンタと試験所問は16.9Mbit/sの高速ですが端末のと

ころでは標準9800bps最高でも48Kbpsです.交換

回線方式を採用していて回線の番号をダイヤルするこ

とでM780あるいは13090と接続することができま

す.現在42端末がったがっていてこれ以上の端末

の接続は事実上困難とたっています･今では主にプロ

グラム開発や維持･管理バッチジョブのサブミットた

どに利用されています｡

RIPS新共用ネットはスｰパｰコンピュｰタシステ

ムとともに1988年に運用開始されたものですが調査所

ではその前年から同種のネットを実験的に導入し地質

庸報処理研究に関連した利用法の検討等を行っていまし

た･今では研究情報処理の伝達路として所内のほ

とんどすべての棟にくまなく張り巡らされているネット

ワｰクです.そこで使用されているプロトコルはTC

P/IPです.RIPsコンピュｰタコンプレックスのす

べてのシステムも新共用ネットに接続されています.

調査所では約50台のワｰクステｰションやパソコンな

どが直接つたがっていてサブネットの下の機器を加え
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第2図地質調査所リモｰトステｰションとネットワｰク

ると接続されている機器の数はさらに増すでしょう.

リモｰトステｰションには磁気テｰプドライブとカラ

ｰ静電プロッタをもったサｰバがおかれています.

この新共用ネットの完成とあい前後して各種研究に

UNIX系ワｰクステｰションが使用されるようにたりま

した.これはプログラム開発や処理の効率化だけでた

くデｰタの交換表現のグラフィックス指向などと関

連Lていると思われます.またLANを通してそれに

接続されている他のUNIXシステム側えばCRAY等

にアクセスが便利なこともUNIX系ワｰクステｰショ

ンが使用される理由でしょう(もっとも時流……流行?…

という見方もあります).

以上はRIPSを中心とした地質調査所のコンピュｰタ

環境ですが調査所にはそのほかのいろいろた目的で設

置･稼働しているコンピュｰタ連があります.地熱デ

ｰタベｰスSIGMAシステム反射法地震探査処理の

PHOENIXシステム地質デｰタベｰスで用いられて

いる地図情報システム地震予知に関連してのテレメト

リシステムの一部を担っているワｰクステｰツヨン群な

どがそれです.これらは周辺のワｰクステｰション

･パソコン等とともに一部を除いてネットワｰクを

通じて形態的に上位とたるRIPSコンピュｰタコソプレ
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ックスハイエラルキに参加しています.

4.地質調査所のコンピュｰタ利用

地質調査所でのコンピュｰタ利用の概要をRIPS中

心にまた業務報告的に書くと以下のようにたります.

RIPS登録ユｰザ数は約240名でそのうちもっぱら

研究業務に活用している利用者数はおよそ160名と見

積もられます.調査所のRIPS利用は処理内容からし

て主に科学技術計算(観測デｰタ処理を含む)各種地質

情報の処理(地質デｰタベｰスや図形出力等を含む)研究業

務支援(文献･図書デｰタベｰス等)の3つにわげられる

ようです.これらに共通して上げられるのはデｰタ

セット媒体の消費です.

使用言語はほとんどがFortran77で一部でCやC

OBOLが用いられBASICアセンブラUTILISPが

極く一部で利用されています.多くのユｰザがそれ

ぞれのシステムの提供するアプリケｰションソフトを利

用しています.FAc0M/MsPでのFAIRS-IやAI

M/RDB等のデｰタベｰスソフトドキュメンテｰショ

ン支援のODM画像処理のPROSIDやEIDESCR

AYでのCFEST(混成地下流体解析)THOR(多相多成�
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分地熱流体解析)FPSDM(重合前反射法マイグレｰション

処理)等がそうです.ライブラリでは特に図形関連の

ソフトであるUNIRAS(汎用図形ラスタ処理)が利用され

ているようです｡商用デｰタベｰスとしてはGEOR

EFやINSPECがよく参照されています.

RIPS利用を月当たりのCPU時間で見ると昨年の

例ではFAc0Mが184,888秒/月(約51時間/月)IBM

が18,816秒/月(約5時間/月)cRAYが364,939秒/月

(約101時間/月)とたりました･スｰパｰコンピュｰタ

の利用時間が意外と多いのに気付きます.これは地下

構造の解析やシミュレｰションあるいは画像解析など

地球科学の現象を処理･解析等するときデｰタ量の多

さ構造への三次元性の導入や時間･空間による繰り返

し計算等がメモリ量と計算時間を要求するためスｰパ

ｰコンピュｰタの利用が促進されたのでしょう｡

デｰタベｰスという点でRIPSの利用を見ると一つ

は前述した商用デｰタベｰスの利用があります.他は

研究･業務に関連したものです｡その一つに日本地質

文献デｰタベｰス(GeoLis)があります｡これは

地質調査所が収集した雑誌･報告書･図･講演要旨集な

どから地球科学に関する文献を選択採録したもので

1986年より構築が始まっています.調査所が発行して

いるr日本地質文献目録｣は1986年版以降GeoLisの

出力とたっています.

コンピュｰタ利用ということで見落としてはいけたい

のがパソコン違です.これらはRIPSあるいは他

のコンピュｰタシステムの端末やフ回ソトエソドとして

の役割を果たすと同時にそれらのもっているC3(Co-

ntro1,ComputingandCommunication)パワｰでもって

野外調査･室内実験･他で機器制御あるいはデｰタ収

集･処理･解析などに利用されています･もちろん

ワｰプロとして書類や報告書作成には欠かせない文房具

でもあります.

最後に付け加えることはネットワｰクによる情報交

換でしょう.すでに欧米ではネットワｰクをつうじ

てのメイル等のやり取りが一般化してきているようで

す.彼の地から来訪する研究者の名刺には電話番号

とともに電子メイルアドレスが印刷されていたりしま

す･地質調査所でもロｰカルエリアネットワｰクの導

入とともに内外の研究者間の情報伝達･交換に電子メ

イルが利用されるようにたってきました･現在ボラ

ンティア研究者によりJUNETに参加していますしま

た近い将来RIPSとして国際電子メイルシスナムヘ加入

する予定となっています･

5.おわりにかえて

以上で研究のためのインフラストラクチャとたって

いる地質調査所のコンピュｰタ環境を駆け足で紹介し

ました.ここでは唐突にコンピュｰタなるものに対

する筆者の私見を述べてみます.

いたって平凡た考えで恥じいくらいですが｢コンピ

ュｰタは道具であると同時に言葉である｣というのが

筆者の考えです･このようなことはもうすでに誰か

が何処がで言っているかもLれません.いうまでもた

くコンピュｰタは計算道具として開発されてきました

しまた動かすには何らかの言語(機械語であれ高級言語

であれ)を知っておかなげれぼたりません.しかし

ここで言う｢道具であると同時に言葉である｣というの

は大げさに言えばr粒子であると同時に波動である｣と

いう｢同時性｣です.すこし突飛たお話しです.人

類は道具を作り出し言葉を造り出しました.道具は

機械どたり装置とたりまLた.言葉は宗教どたり都

市とたりました(バベルの塔はそれを象徴しています)･人

類が産みだし人問性の外延としたこの二つのものは

人間の外部でコンピュｰタとして再び一つのものにたっ

ていっているように思えるのです.コンピュｰタに関

してよくハｰドだソフトだというのはそのようた宇宙

を次元の破れ目から見てのことでしょう.よく日本

はコンピュｰタバｰドは強いがソフトに弱いと世間一般

で言う(らしい)のも律令制度移入以来のこれら二つ

のうちの一方のみを器用に習得していったためではない

かと勘ぐられます･とあれ地質調査所のコンピュ

ｰタ環境が醸しだすコンピュｰタたるものはまだまだ

その域にはきていません.もっともコンピュｰタ自身

もまだ原コンピュｰタたのかもしれません.RIPSは

まだ第三紀(第3期)ですし･

GSJLIBについては地質調査所研究資料集no.25(中塚ほ

か1986)として公開されています.入手方法は地学文献セ

ンタｰ(電話0423-62-5050)に問い合わせ下さい､電子メイ

ルに関しては地質ニュｰス第413号に関連記事(野呂ほか

1989)があります.また地質調査所職員がその研究におい

て必要として開発あるいはコｰディングしたプログラム等の

公開頒布については現在検討中ですカミ暫定的次処置としての

定式化したルｰルがあります･詳しくは地質情報センタｰ情

報解析課あるいは企画室電算機管理室まで問い合わせ下さい･

本文中で使用したシステム名やソフトウェア名その他のいく

つかはそれぞれの会社等の商標等の場合があります｡

地質ニュｰス420号�


